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講演Ⅱ 

「地方大学における研究基盤の在り方～鳥取大学の現状と取り組み」 

 

鳥取大学 研究推進機構 研究基盤センター 准教授 

森本 稔  

 

鳥取大学の森本です。本日はこのような会に呼んで

いただきまして、ありがとうございます。私のほう

からは鳥取大学はどういうふうな考えで研究基盤を

通じて地域に貢献するかというところについて、ご

紹介させていただきたいと思っています。 

まず、鳥取大学の紹介をさせていただきます

（スライド 1）。鳥取大学は 4 学部、1 共共拠点か

らなる地方大学です。鳥取県の東部、鳥取市に鳥取

キャンパスがありまして、地域学部、工学部、農学

部。それから、車で 2 時間西に行った所、米子市に 

 

スライド 1 

ある米子キャンパス。医学部と医学部附属病院があ

るところになります。それから、鳥取キャンパスか

ら車で 20 分ぐらい行った所に共同利用共同研究拠

点の乾燥地研究センターがあります。キャンパス間

が結構大きく離れた大学です。先ほども境先生から

琉球大学の学生数を示していただいたものと同じデ

ータですが、学生は琉球大学がちょっと多いようで

すが、教職員数で見ますとほぼ同程度で、宮崎大

学、琉球大学、鳥取大学は、規模的に近いというこ

とが分かるかと思います。 

こういう鳥取大学におきまして、設備・機器の

共用はどこでやっているか、その拠点はどこかとい

いますと、研究推進機構とでやっています（スライ

ド 2）。この研究推進機構は、いわゆる産学連携と

か知財とか研究プロジェクト等をマネジメントする

ところです。その中で機器共用に関係するのは研究

基盤センターが担当しています。特に研究基盤セン

ターでは機器運用・研究支援部門が中心に設備・機

器の管理運用をやっています。そこは、鳥取地区と

米子地区に拠点を持って、設備共用の拠点としてい

ます。 

 

スライド 2 
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それからもう 1 点、技術支援体制については、

鳥取大学では技術部の実質的な一元化を 2012 年か

らやっています（スライド 3）。一元化した当時は

学部に紐付いた形の組織だったのですが、今は専門

性による組織に変えようとしています。化学・バイ

オ、情報といった形で、キャンパスを超えて部門編

成をしています。特に機器分析分野が機器共用の一

番核となるところですが、それ以外の部門の技術職

員も、必要に応じて機器共用にタッチしています。 

設備・機器と技術支援というのは一体だといわ

れていますが、それらをどう統括しているかという

と、先ほどの研究推進機構と技術部、ここが連携し

て設備・機器の共用と技術支援を統括しています

（スライド 4）。研究推進機構の機構長は研究担当

理事で、技術部の長、技術部長も研究担当理事で

す。ですから、同じ指揮命令系統の中で設備共用と 

 

スライド 3 

 

スライド 4 

技術支援をやっているというのが鳥取大学の一つの

特徴です。さらに、機器共用だけではなくて、設備

マスタープランの策定といったマネジメントもここ

でやっています。 

この研究基盤センターですが、基本的に鳥取大

学の大型設備機器、特に汎用的なものは、この研究

基盤センターで基本的に集約しています（スライド

5）。鳥取地区は工学部、農学部がありますから物

質系の設備が中心になりますし、米子地区のほうは

医学部がありますので、バイオ系の設備を中心にそ

ろえています。これらの設備・機器は、研究基盤セ

ンター以外の共用設備も含めてホームページで公開

しています。また予約・課金システムがあって、利

用状況なども管理しています。 

共用設備の利用がどの程度の規模感かというこ

とですが、ここ 3 年の研究基盤センターの利用者負 

 

スライド 5 

 

スライド 6 
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担金収入と利用件数の結果を示します（スライド

6）。ここ数年、年間 9,000 件と書いていますが、

これは鳥取キャンパスだけの数字で、米子キャンパ

スも 1,000 から 2,000 近くの利用件数があるので、

合わせて年間 1 万件ぐらいの利用がありますし、

1,400 万円ぐらいの収入で運営しています。米子キ

ャンパスと鳥取キャンパスでは、利用者数や設備数

も違うのですが、米子が大体 4 分の 1、鳥取が 4 分

の 3 ぐらいの利用状況ということになっています。 

これは利用の内訳で、機器利用、つまり利用者

が自分で使われているのがどれぐらいか、あるい

は、技術職員を中心に受けている依頼分析がどれく

らいか示しています（スライド 7）。基本的には、

利用者が自分で扱う機器利用が件数として多いで

す。依頼分析は 10％以下ですが、数百件ぐらいは

受けています。利用者負担金に比べて、依頼分析料

はちょっと値段が高い設定ですから収入が多いとい

う形です。液体窒素の供給もやっていますので、そ

の利用が結構多いということになっています。 

 ここまでが学内の話で、ここからは地方への連

携、学外への公開についてお話します。まず、鳥取

県の人口を示させていただきます（スライド 8）。

人口を見てみると 1 位は当然東京で 1,500 万人位、

あとはだいぶ離されて群馬県が 200 万人位。そし

て、沖縄が 150 万人位、宮崎が 100 万位で、われわ

れ鳥取はといいますと 50 万位。断トツの最下位で

す。沖縄県で言いますと、那覇市と浦添市と宜野湾 

 

スライド 7 

市を足したぐらいの人口しかないのです。 

産業構造を見ていきます（スライド 9）。ちょっ

と古い資料ですが、第 1 次産業人口が 9.1％で 10

位。製造業、第 2 次産業は 36 位で一気に落ちちゃ

います。そして第 3 次産業ですが、これは 21 位で

す。真ん中ぐらいということですが、基本的には第

1 次産業のウエイトが大きい。皆さんご存じかと思

いますが、二十世紀梨だとか砂丘のラッキョウなん

かも有名ですし、西部のほうは漁港があって、魚介

類、カニなんかもそうですね、そういうものがあり

ます。あるいは自然豊かな土地を生かしての観光業

があります。あの『コナン』の青山剛昌さんとか、

『ゲゲゲの鬼太郎』の水木しげるさんなんかが鳥取

県出身ということで、「まんが王国とっとり」だと

か、星がよく見えるので「星取県」。「ウエルカニ

キャンペーン」など、知事が渾身（こんしん）のギ 

 

スライド 8 

 

スライド 9 
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ャグを使いながら、そういう観光振興をしていま

す。 

製造業の状況ですが、事業所数が 814 件という

ことです（スライド 10）。 

企業分布がどうなっているかです（スライド

11）。県東部の鳥取キャンパスがあるほうですが、

これはもっと前は鳥取三洋という県唯一の大企業と

いわれる企業があったのですが、炊飯器おどり炊

き、カーナビのゴジラなんかを作っている優秀な会

社だったのですが、皆さんご存じのようにパナソニ

ックに吸収され、どこかに切り売りされ、今はもう

ほとんどという状況になっています。それでも、そ

の関係で電子部品だとかデバイス系の企業というの

が多いとです。一方西部は、元々漁港があり、食品

加工とかがありました。それに鳥取大学医学部があ

りますから、県が主導してバイオ産業を育てていて 

 

スライド 10 

 

スライド 11 

、キャンパスの中にバイオフロンティアという組織

をつくって育成をしています。 

そういう製造業も少ない人口最下位の県で企業

とかに設備公開をして意味があるのか？と、設備共

用を学外に広げようとした時にいろんなところから

結構言われました。無謀だろうと言われました。県

内には、公設試の産業技術センターというところが

あり、やっぱりそういうところはカバーしているの

で、大学がそういうことをやって意味があるのかと 

いうふうにも言われました。しかし、他大学だとか

公設試なんかにいろいろ話を聞きますと、公設試の

基盤的設備は結構充実していて、技術者のレベルが

非常に高い一方、そこにいる技術者は大学の設備と

か技術に、非常に興味を持たれています（スライド

12）。 

一方、どんな機器、装置があるかという情報が

なかなか伝わっていかないし、使おうとしても手続

きが煩雑とかがあります。それから、公設機関の間

の連携が意外に取れていない。やっぱり窓口が必要

だということで、そういう窓口になるようなネット

ワーク、地域ネットワークをつくろうということ

で、2015 年に、とっとりイノベーションファシリ

ティネットワーク（TIFNet）をつくりました（ス

ライド 13）。基本的には県内の高等教育機関、公

設機関全部を含んだ、設備と技術のネットワークと

いうものをつくっていこうということです。 

 

 

スライド 12 
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どういう活動をしているかというと、まずは設

備・機器がどんなものがあるかをホームページで公

開しています（スライド 14）。現在、348 件が登録

されています。鳥取大学では基本的には依頼分析と

か受託が可能な機器を公開している。つまり技術ス

タッフがサポートできるものだけを公開するという

のが原則です。 

もう 1 つ、技術者間の交流というのが重要と思

っていて、われわれが持っている設備・機器と技術

を知るための持ち回りの勉強会、ティフラーニング

なんていって、持ち回りでどういう装置があります

か、どんな研究をされていますかを紹介する勉強会

をずっとやってききました（スライド 15）。しか

し、ここ 2 年はコロナ禍によってちょっと止まっち

ゃいました。今後は、ウェブのシステムが使いやす

くなりましたから、そういうものを活用しながら技 

 

スライド 13 

 

スライド 14 

術者間の交流というのをやっていこうと思っていま

す。以前は、こんな形で、みんなで集まってわいわ

いとやっていました。 

そういうことを始めて、実際、学外からの利用

実績はどうだ？ということですが、TIFNet を始め

てから、やはり増えています（スライド 16）。こ

こ 3 年間では大体年間 100 件ぐらい、大体 300 万円

ぐらいの収入を得ていますし、件数としては県外、

県内、大体半分ぐらいずつです。結構こういう活動

をすると情報がどんどん流れて、県外からも依頼が

来ています。今人気のあるサービスは X 線照射装置

です。産業技術センターにもないような装置を求め

て来られるケースがあります。 

 

 

 

 

スライド 15 

 

スライド 16 
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どういうところから依頼があるかですが、県外

からはアカデミック、大学とか公的な研究機関とか

そういうところからの依頼が多いです（スライド 

17）。 

一方、県内はほぼ二分で、バイオ系ベンチャー

と電子部品系です。これについては、先ほど紹介し

たように、東部は電子部品、西部がバイオ系を育て

るということもあって、県の産業振興にそれなりに

貢献していると思っています（スライド 18）。 

最後に、先ほどのみやざきファシリティネット

ワーク、われわれのとっとりイノベーションファシ

リティネットワーク、この後、群馬の林先生から話

があると思いますがりょうもうアライアンス、こう

いう形でそれぞれの地域連携ネットワークがつくら 

 

スライド 17 

 

スライド 18 

れていて、鳥取、両毛、宮崎のローカルファシリテ

ィネットワークをまとめてトライミー（TRyMe）

といって普段から相談しながら進めてきました（ス

ライド 19）。 

沖縄でもおきなわオープンファシリティネット

ワークをつくられたので、沖縄県もふくめてトライ

ミーOK (TRyMeOk)ということで、沖縄の皆さん

も含めて相談しながら進めていきたいと思っていま

す（スライド 20）。 

最後に、琉球大学はコアファシリティ構築事業

を続けていられますが、それの一層の発展を祈念し

ますということで、発表を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

 

 

スライド 19 

 

スライド 20 

 

 


